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令和７年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

【調査票】  

学校番号  学 校 名  課   程  

34 福島県立船引高等学校  全日制の課程  

 

アドミッション・ポリシー  

校訓「自律」のもと、「学力向上」「豊かな人間性の育成」「キャリア教育」に重点を置く学校として、学習活動や生徒会活動、部活動、ボランティア活動等をとおして、

地域社会に貢献する意欲のある生徒を募集します。  

 

【前期選抜】 

特色選抜 

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒像  

普通科  20％  

程度  

 本校では、校訓「自律」のもと、「学力向上」「豊かな人間性の育成」「キャリア教育」に重点を置き、学習活動や生徒会活動、部活動、ボランティ

ア活動等をとおして、地域社会に貢献できる人材の育成を目指している。  

 このため、特色選抜においては、次に該当する生徒を求めている。  

 ○中学時代、部活動や地域のクラブ活動等において、各種大会に登録選手として出場した者、またはリーダーシップを発揮してきた者で、部活動

をとおして地域社会や地域スポーツ振興に貢献する意欲を持ち、本校入学後に所属する部活動においても 3 年間意欲的かつ積極的に部活動に参

加する決意のある者。ただし、本校に設置された部活動に限る。  

選  抜  資  料  

学 力 検 査  特色選抜志願理由書  調 査 書  特 色 面 接  特 色 検 査  選抜資料の満点  備 考  

 5 教科とする。  

 傾斜配点は実施

せず、学力検査の満

点は 250 点とする。 

本校を志願する動機や、理

由、本校が提示した「志願し

て欲しい生徒像」の該当項目

に対する具体的な活動内容や

実績、本校で特に取り組みた

い活動や学びたいこと、将来

への抱負を記入する。  

「各教科の学習の記録」は 135 点

満点とし、「特別活動等の記録」「長

所・特技等の記録」は 55 点満点と

して、合計 190 点満点とする。  

部活動や地域クラブ活動等の実

績や取組等は総合的に評価し、点数

化する。  

 個人面接を実施する。  

 志望の動機や将来の進路、

自分の活動の実績や高校生活

における目的意識などをみ

る。  

 面接については段階評価す

る。  

 実技試験を実

施する。実技試験

は 160 点満点と

する。  

 全体の満点は

600 点とする。  
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一般選抜 

大学科  

小学科  
募集定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査

書の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  一 般 面 接  

普通科  

（80）  

 5 教科とする。  

 傾斜配点は実施せず、学

力検査の満点は 250点満点

とする。  

 「各教科の学習の記録」は 195 点満点

とし、「特別活動等の記録」、「長所・特技

等の記録」は 55 点満点として合計 250 点

満点とする。  

 部活動や地域クラブ活動等の実績や取

組等は総合的に評価し、点数化する。  

 個人面接を実施する。  

 志望の動機や将来の進路希望、

自らの考えを適切に伝える表現

力を確認する。  

面接については段階評価する。 

※特色選抜との併願者は、特色

面接の実施をもって一般面接の

実施とみなす。  

 同等とする。   

 

【後期選抜】 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

普通科   「各教科の学習の記録」は 135 点満点と

し、「特別活動等の記録」「長所・特技等の

記録」は 55 点満点として、合計 190 点満

点とする。  

 部活動や地域クラブ活動等の実績や取

組等は総合的に評価し、点数化する。  

 個人面接を実施する。  

 志望の動機や将来の進路希望、自らの考え

を適切に伝える表現力を確認する。  

 また、国語・数学・理科・社会・英語の 5

教科について学習の成果を問う質問を行う。  

 面接については段階評価し、学習の成果を

問う質問は 50 点満点とする。  

 作文を実施する。  

 あるテーマに対し、自分の意見等を 600 字

程度でまとめる。  

 作文は 60 点満点とする。  

 

 

 


